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科
学
的
社
会
主
義
を
学
ぶ 

二
〇
一
二
年
九
月
一
六
日 

 

は
じ
め
に 

・
日
本
共
産
党
は
科
学
的
社
会
主
義
を
理
論
的
基
礎
と
す
る
（
党
規
約
第
二
条
）
。 

・
哲
学
（
世
界
観
・
社
会
観
）
、
経
済
学
、
未
来
社
会
論
、
革
命
論
を
構
成
部
分
と
す
る
理
論
全
体
を
つ

か
む
。 

・
結
論
的
命
題
を
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
考
え
方
、
精
神
を
つ
か
む
。 

 

一
、
科
学
的
社
会
主
義
の
世
界
観
・
社
会
観 

（
１
）
唯
物
論
―
―
科
学
的
社
会
主
義
の
世
界
観
（
そ
の
１
） 

 

イ
、
唯
物
論
か
観
念
論
か 

・
唯
物
論
―
―
自
然
も
社
会
も
客
観
的
に
実
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
分
を
含
む
人
間
は
そ
の
一
部

で
あ
る
。
自
然
や
物
質
が
本
源
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
の
感
覚
や
意
識
は
、
物

質
で
あ
る
脳
・
神
経
の
働
き
で
あ
る
。 

・
観
念
論
―
―
人
間
の
意
識
や
精
神
こ
そ
が
本
源
的
で
あ
っ
て
、
人
間
の
意
識
か
ら
独
立
し
た
客
観

的
存
在
と
い
う
も
の
は
実
在
し
な
い
。
世
界
は
人
間
の
意
識
が
生
み
出
し
た
も
の
で

あ
る
。 

○
ど
ち
ら
が
「
本
源
的
か
」
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
が
大
事
か
で
は
な
い
。 

 

ロ
、
自
然
科
学
の
発
展
と
唯
物
論 

・
生
命
と
は
―
―
「
生
命
と
は
、
蛋
白
体
の
存
在
の
仕
方
で
あ
る
」
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
） 

・
意
識
と
は
―
―
わ
れ
わ
れ
の
意
識
や
思
考
は
「
物
質
的
な
身
体
器
官
、
つ
ま
り
脳
の
産
物
」
で
あ

る
。
精
神
は
「
物
質
の
最
高
の
産
物
」
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
） 

 

ハ
、
現
実
の
世
界
を
「
現
わ
れ
る
ま
ま
の
姿
」
で
と
ら
え
る 

 （
２
）
弁
証
法
―
―
科
学
的
社
会
主
義
の
世
界
観
（
そ
の
２
） 

 

イ
、
弁
証
法
の
特
徴
―
―
形
而
上
学
と
の
対
比
で 

・
弁
証
法
―
―
①
物
事
を
世
界
の
全
般
的
な
関
連
の
な
か
で
、
②
生
成
と
消
滅
、
運
動
と
変
化
の
な

か
で
と
ら
え
る
。
③
固
定
的
な
境
界
、
「
不
動
の
対
立
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
反
対
物

へ
の
転
化
も
視
野
に
入
れ
て
、
物
事
を
と
ら
え
る
。 
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・
形
而
上
学
―
①
物
事
を
個
々
ば
ら
ば
ら
に
、
②
固
定
し
た
、
変
化
し
な
い
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
。

③
〝
白
は
白
、
黒
は
黒
〟
と
い
う
絶
対
的
な
対
立
の
な
か
で
し
か
物
事
を
み
な
い
。

「
石
頭
式
」
の
も
の
の
見
方
。 

 

ロ
、
自
然
科
学
の
発
展
と
弁
証
法
―
―
自
然
の
全
体
像
は
唯
物
論
的
で
弁
証
法
的 

 

ハ
、
弁
証
法
の
法
則
に
つ
い
て 

 

①
量
か
ら
質
へ
の
転
化
、
ま
た
は
そ
の
逆
の
転
化
の
法
則 

 

②
対
立
物
の
相
互
浸
透
の
法
則 

 

③
否
定
の
否
定
の
法
則 

 

補
論 

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ン
の
弁
証
法
研
究
を
そ
れ
ぞ
れ
に
深
め
る 

・
マ
ル
ク
ス
「
肯
定
的
理
解
の
う
ち
に
、
同
時
に
そ
の
否
定
、
必
然
的
没
落
の
理
解
を
含
む
」 

 （
３
）
史
的
唯
物
論
―
―
科
学
的
社
会
主
義
の
社
会
観 

 

イ
、
マ
ル
ク
ス
の
社
会
観
の
変
革
―
―
三
つ
の
核
心 

①
社
会
の
土
台
は
人
間
の
経
済
生
活
に
あ
る 

・
生
産
関
係
の
総
体
が
社
会
の
「
土
台
」
。 

 

※
生
産
関
係
と
は
―
―
人
間
が
生
産
活
動
の
な
か
で
取
り
結
ぶ
社
会
関
係
の
こ
と
。 

・
政
治
や
法
律
制
度
、
哲
学
・
思
想
・
宗
教
な
ど
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
は
、
そ
の
土
台
に
照
応
し
た

「
上
部
構
造
」
。 

・
社
会
の
革
命
は
、
土
台
の
変
革
を
基
礎
に
、
最
終
的
に
は
上
部
構
造
で
「
決
着
」
が
つ
け
ら
れ
る
。 

 

生産諸関係の総体 

土 台 

社
会
的
意
識
諸
形
態 

（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー) 

政
治
・
法
律
制
度 

上部構造 

経済的社会構成体 

物質的生産諸力 
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②
社
会
を
動
か
す
主
役
は
「
階
級
」
で
あ
る 

・
階
級
の
基
礎
は
、
生
産
に
お
い
て
占
め
る
立
場
・
役
割
の
違
い
。
そ
の
中
心
は
、
働
く
人
々
（
直

接
的
生
産
者
）
と
生
産
手
段
と
の
関
係
―
―
直
接
的
生
産
者
が
生
産
手
段
を
み
ず
か
ら
所
有
し
、

自
分
で
労
働
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
生
産
手
段
を
所
有
せ
ず
、
他
人
の
生
産
手
段
の
も
と
で
働

か
さ
れ
る
の
か
。 

・
こ
ん
に
ち
で
は
階
級
は
見
え
や
す
く
な
っ
て
い
る
。 

 

③
経
済
関
係
の
段
階
的
な
発
展
が
歴
史
の
時
代
を
区
分
す
る 

 

ロ
、
史
的
唯
物
論
は
常
識
に
な
っ
た 

・
歴
史
の
始
ま
り
の
段
階
に
階
級
・
身
分
の
違
い
の
な
い
平
等
な
社
会
が
存
在
し
た 

・
歴
史
教
科
書
で
も
、
各
時
代
の
違
い
を
経
済
制
度
の
違
い
を
基
礎
に
と
ら
え
る
。 

 

ハ
、
史
的
唯
物
論
は
歴
史
を
都
合
よ
く
裁
断
す
る
「
型
紙
」
で
は
な
い 

  

経済的社会構成体の前進的諸時代 

原始共同社会〔アジア

的生産様式〕 

人類社会の初期の段階。人々は共同体（氏

族）に属し、生産手段は共同で所有。みんな

で働き、生産物もみんなで分ける。搾取も階

級も存在しない社会。 

奴隷制社会〔古代的生

産様式〕 

奴隷所有者が、生産手段とともに労働者（奴

隷）も所有し、奴隷を働かせて搾取する。奴

隷は「ものを言う道具」として奴隷所有者に

全人格的に隷属させられている。 

封建制社会〔封建的生

産様式〕 

農民は、農具などは自分で所有するが、土地

は封建領主（たとえば大名）が所有。領主

は、農民を身分制度で土地に縛りつけて、領

主の農園で働かさせたり生産物を年貢として

取り立てる。 

資本主義社会〔近代ブ

ルジョア的生産様式〕 

生産手段（工場や機械）は資本家が所有。生

産手段をもたない労働者は、自分の労働力を

資本家に売って生活する。資本家は、労働者

を賃金で雇って工場で働かせ、剰余価値を手

に入れる。 
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二
、
科
学
的
社
会
主
義
の
経
済
学 

（
１
）
「
利
潤
」
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
か 

 

イ
、
「
剰
余
価
値
」
の
し
く
み
―
―
マ
ル
ク
ス
の
論
立
て 

①
労
働
者
が
資
本
家
に
売
っ
て
い
る
の
は
「
労
働
」
で
は
な
く
「
労
働
力
」
で
あ
る
。 

②
「
労
働
力
」
の
価
値
は
そ
の
再
生
産
の
費
用
（
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
費
）
に
よ
っ
て
決
ま

る
。 

③
資
本
家
は
、
労
働
者
を
、
労
働
力
の
価
値
（
賃
金
）
に
相
当
す
る
時
間
（
「
必
要
労
働
時
間
」
）

を
越
え
て
労
働
さ
せ
る
。
そ
の
時
間
帯
（
「
剰
余
労
働
時
間
」
）
に
生
み
出
さ
れ
た
価
値
（
「
剰

余
価
値
」
）
が
ま
る
ま
る
資
本
家
の
も
の
に
な
る
。 

                   

ロ
、
資
本
主
義
社
会
で
剰
余
価
値
は
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
か 

①
剰
余
価
値
の
生
産
が
資
本
主
義
の
「
推
進
的
動
機
」
「
規
定
的
目
的
」 

 

―
―
「
利
潤
第
一
主
義
」 

②
「
生
産
の
た
め
の
生
産
」
「
蓄
積
の
た
め
の
蓄
積
」 

 

              剰余労働時間 
 剰余価値率（搾取率）＝―――――――――― 
              必要労働時間 

１労働日 
（８時間労働） 

必要労働時間 
（４時間） 

賃  金 

剰余労働時間 
（４時間） 

剰余価値 
（利潤） 
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（
２
）
利
潤
第
一
主
義
が
も
た
ら
す
矛
盾
（
そ
の
１
）
―
―
労
働
者
の
苦
難
の
根
源
を
つ
い
て 

 
イ
、
資
本
が
労
働
者
を
搾
取
す
る
方
式 

○
「
絶
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
」
と
「
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
」 

絶
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
―
―
一
日
の
労
働
時
間
（
「
労
働
日
」
）
を
延
長
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
剰

余
価
値
の
生
産
を
増
や
す
。 

相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
―
―
労
働
日
一
定
の
も
と
で
、
必
要
労
働
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
よ
っ
て
、

剰
余
労
働
時
間
を
延
長
し
、
剰
余
価
値
の
生
産
を
増
や
す
。 

○
現
代
日
本
の
搾
取
の
現
場
か
ら 

・
異
常
な
長
時
間
労
働
、
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」 

・
労
働
の
強
化
（
「
労
働
の
密
度
」
を
上
げ
る
） 

 

・
非
正
規
雇
用
の
拡
大
―
―
相
対
的
過
剰
人
口
（
「
産
業
予
備
軍
」
） 

 

ロ
、
資
本
主
義
の
発
展
と
労
働
者 

①
資
本
主
義
の
発
展
、
生
産
の
機
械
化
と
と
も
に
、
労
働
者
も
、
巨
大
な
機
械
装
置
を
協
力
し
て
動

か
す
集
団
的
な
働
き
手
（
「
結
合
し
た
労
働
者
た
ち
」
）
へ
発
展
す
る
。 

②
利
潤
第
一
主
義
と
の
闘
争
の
な
か
で
の
労
働
者
の
変
貌 

 

―
―
労
働
日
を
め
ぐ
る
「
半
世
紀
に
わ
た
る
内
乱
」
。
「
社
会
的
バ
リ
ケ
ー
ド
」
を
た
た
か
い
と

る
。 

 

ハ
、
「
社
会
的
ル
ー
ル
」
づ
く
り
の
闘
争
は
世
界
の
発
展
方
向
に
な
っ
た 

①
第
一
次
世
界
大
戦
―
―
ロ
シ
ア
革
命
（
１
９
１
７
年
）
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
の
創
設 

②
人
民
戦
線
の
時
代
―
―
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
政
府
（
１
９
３
６
年
成
立
）
の
も
と
で
、
経
営
者
の

全
国
組
織
と
労
働
組
合
の
全
国
組
織
の
あ
い
だ
で
全
国
協
約
が
成
立
。
有

給
休
暇
な
ど
。 

③
第
二
次
世
界
大
戦
後
―
国
際
連
合
の
成
立
と
「
社
会
的
ル
ー
ル
」
の
領
域
拡
大
と
国
際
化
、
新
た

な
点
検
機
関
の
創
設
。
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
の
役
割
。 

 （
３
）
利
潤
第
一
主
義
が
も
た
ら
す
矛
盾
（
そ
の
２
）
―
―
恐
慌
に
つ
い
て 

 

イ
、
マ
ル
ク
ス
の
恐
慌
論
の
三
つ
の
柱 

①
恐
慌
の
可
能
性 

―
―
需
要
と
供
給
が
必
ず
均
衡
す
る
の
は
物
々
交
換
（
商
品
Ａ
―
商
品
Ｂ
）
の
段
階
。
市
場
経
済
の

段
階
で
は
、
商
品
Ａ
―
商
品
Ｂ
の
交
換
が
、
商
品
Ａ
の
販
売
（
商
品
Ａ
―
貨
幣
）
と
商
品
Ｂ
の
購

入
（
貨
幣
―
商
品
Ｂ
）
に
分
裂
。
こ
の
二
つ
が
連
続
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
保
証
は
な
い
。 

―
―
そ
れ
ま
で
の
経
済
学
の
「
恐
慌
は
起
こ
り
え
な
い
」
論
に
た
い
し
て
「
恐
慌
が
起
こ
り
う
る
」
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こ
と
を
論
証
し
た
も
の
。 

 
②
恐
慌
の
根
拠
・
原
因 

―
―
資
本
主
義
的
生
産
は
、
利
潤
第
一
主
義
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
「
生
産
の
た
め
の
生
産
」
に
駆

り
立
て
ら
れ
、
ど
ん
な
制
限
も
乗
り
こ
え
て
生
産
力
を
発
展
さ
せ
、
生
産
規
模
を
拡
大
し
よ
う
と

す
る
。 

―
―
他
方
で
、
剰
余
価
値
の
生
産
と
い
う
同
じ
目
的
か
ら
、
労
働
者
へ
の
搾
取
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
で

追
求
す
る
。
そ
の
結
果
、
社
会
全
体
の
購
買
力
の
大
部
分
を
占
め
る
労
働
者
の
購
買
力
を
押
さ
え

込
む
。 

―
→
消
費
と
生
産
の
矛
盾
（
資
本
主
義
経
済
が
自
分
自
身
で
引
き
起
こ
す
ジ
レ
ン
マ
） 

 

③
恐
慌
の
運
動
論 

―
―
消
費
と
生
産
の
矛
盾
が
、
恐
慌
と
い
う
形
で
爆
発
す
る
と
こ
ろ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
し
ま
う
の
は

な
ぜ
か
？ 

な
ぜ
資
本
主
義
は
バ
ブ
ル
を
く
り
返
す
の
か
？ 

―
―
そ
の
バ
ネ
の
役
割
を
果
た
す
の
が
商
業
資
本
。
生
産
者
か
ら
み
る
と
、
商
業
資
本
に
販
売
し
た

段
階
で
、
生
産
物
が
最
終
的
に
消
費
者
の
手
に
わ
た
っ
て
消
費
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
販
売
が
完

了
し
た
よ
う
に
み
え
る
（
「
流
通
過
程
の
短
縮
」
）
。
そ
の
結
果
、
生
産
は
、
現
実
の
需
要
か
ら

独
立
し
た
形
で
「
架
空
の
需
要
」
の
軌
道
に
そ
っ
て
拡
大
し
う
る
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
る
。 

 

ロ
、
こ
ん
に
ち
の
世
界
経
済
危
機
を
め
ぐ
っ
て 

・
大
も
と
に
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
（
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
）
に
よ
る
「
架
空
の
需
要
」
に
よ
る
バ

ブ
ル
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
に
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
が
新
た
な
「
金
融
バ
ブ
ル
」
を
組
織
し
世
界
に

広
め
た
。 

 

三
、
未
来
社
会
論
と
革
命
論 

（
１
）
中
心
は
「
生
産
手
段
の
社
会
化
」 

 

イ
、
資
本
主
義
の
害
悪
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
か 

・
解
決
策
は
生
産
手
段
を
「
結
合
し
た
労
働
者
た
ち
」
の
手
に
移
す
こ
と 

 

ロ
、
こ
の
問
題
の
定
式
化
に
は
発
展
が
あ
る 

―
―
マ
ル
ク
ス
が
運
動
を
始
め
た
こ
ろ
一
般
的
だ
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
財
貨
共
有
制
」
。 

―
―
『
共
産
党
宣
言
』
（
１
８
４
８
年
）
で
は
、
そ
れ
に
代
え
て
「
私
有
財
産
の
廃
止
」
に
。 

―
―
経
済
学
の
研
究
の
な
か
で
、
社
会
化
す
る
の
は
生
産
手
段
だ
け
で
あ
り
、
各
人
の
生
活
（
消
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費
）
手
段
は
充
実
・
保
障
さ
れ
る
（
「
個
人
的
所
有
の
再
建
」
）
こ
と
が
よ
り
明
確
に
。 

 
ハ
、
人
類
の
「
本
史
」
が
始
ま
る
―
―
「
必
然
の
国
」
か
ら
「
自
由
の
国
」
へ 

 （
２
）
マ
ル
ク
ス
の
未
来
社
会
論
、
革
命
論
の
特
徴 

 

イ
、
未
来
社
会
の
青
写
真
づ
く
り
に
反
対 

 

ロ
、
過
渡
期
の
社
会
に
つ
い
て 

・
『
資
本
論
』
（
１
８
６
７
年
）
で
の
見
通
し 

・
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
』
第
一
草
稿
（
１
８
７
１
年
）
で
の
研
究 

・
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
（
１
８
７
５
年
）
で
の
指
摘 

 

ハ
、
革
命
の
道
筋
に
つ
い
て
―
―
「
議
会
の
多
数
を
得
て
の
革
命
」 

・
民
主
主
義
の
国
家
体
制
の
実
現
を
め
ざ
す 

・
普
通
選
挙
権
と
労
働
者
政
党 

・
多
数
者
自
身
が
革
命
の
目
的
を
理
解
し
て
こ
そ
社
会
変
革
の
道
は
ひ
ら
か
れ
る 

・
「
奴
隷
所
有
者
の
反
乱
」
に
つ
い
て 

 

ニ
、
革
命
後
の
政
治
体
制
―
―
民
主
共
和
制 

 （
３
）
ソ
連
と
は
い
か
な
る
存
在
だ
っ
た
か 

 

○
レ
ー
ニ
ン
が
指
導
し
た
時
代
―
― 

・
経
済
の
遅
れ
た
ロ
シ
ア
を
社
会
主
義
の
道
に
導
く
た
め
の
真
剣
な
努
力
。
内
戦
・
干
渉
戦
争
の
時

期
に
は
、
行
き
過
ぎ
や
誤
っ
た
模
索
も
あ
っ
た
。 

・
内
戦
終
結
後
は
、
①
内
政
面
で
は
、
市
場
経
済
を
通
じ
て
社
会
主
義
に
す
す
む
「
新
経
済
政
策

（
ネ
ッ
プ
）
」
路
線
、
②
対
外
面
で
は
、
資
本
主
義
諸
国
と
の
平
和
共
存
、
お
よ
び
周
辺
の
諸
民
族

の
独
立
尊
重
を
基
本
と
す
る
外
交
路
線
、
を
う
ち
だ
す
。 

○
ス
タ
ー
リ
ン
―
― 

・
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
に
、
国
と
社
会
の
発
展
コ
ー
ス
を
レ
ー
ニ
ン
が
確
立
し
た
路
線

か
ら
切
り
替
え
る
大
転
換
を
強
行
し
た
。 

①
「
農
業
集
団
化
」
に
始
ま
る
経
済
体
制
の
転
換
（
二
九
～
三
〇
年
） 

②
政
治
体
制
上
の
転
換
。
キ
ー
ロ
フ
暗
殺
事
件
（
三
四
年
）
を
き
っ
か
け
に
大
量
テ
ロ
を
組
織 

③
対
外
政
策
の
転
換
。
独
ソ
不
可
侵
条
約
と
秘
密
協
定
（
三
九
年
） 

 



- 8 - 

（
４
）
マ
ル
ク
ス
の
展
望
と
現
代
の
世
界 

 
イ
、
世
界
の
構
造
は
二
〇
世
紀
に
大
き
く
変
動
し
た 

・
ロ
シ
ア
革
命
を
起
点
に
、
資
本
主
義
か
ら
離
脱
し
て
社
会
主
義
を
め
ざ
す
国
が
生
ま
れ
た 

・
二
〇
世
紀
後
半
に
植
民
地
体
制
が
崩
壊
し
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
広
大
な
地
域
が
独
立
国
家
に 

・
ソ
連
・
東
欧
は
社
会
主
義
の
道
か
ら
は
ず
れ
崩
壊
（
１
９
８
９
～
９
１
年
） 

→
社
会
体
制
か
ら
見
て
、
四
つ
の
タ
イ
プ
の
国
々
が
並
存
す
る
世
界
に 

 

ロ
、
資
本
主
義
が
世
界
の
主
役
の
地
位
を
失
い
つ
つ
あ
る 

・
人
口
９
億
人
、
地
球
総
人
口
の
７
分
の
１ 

・
ア
メ
リ
カ
の
一
国
覇
権
主
義
の
た
く
ら
み
―
―
軍
事
・
外
交
で
も
経
済
で
も
失
敗
。
世
界
は
も
は

や
一
国
が
動
か
し
う
る
世
界
で
は
な
い 

・
資
本
主
義
体
制
そ
の
も
の
の
生
命
力
が
試
さ
れ
る
危
機
の
時
代 

 

ハ
、
社
会
主
義
を
め
ざ
す
国
々
で
の
開
拓
と
探
究 

・
人
口
１
４
億
人
、
著
し
い
経
済
成
長
を
と
げ
て
い
る 

・
二
重
の
意
味
で
「
過
渡
期
」
に
あ
る 

 

補
論 

「
市
場
経
済
を
通
じ
て
社
会
主
義
へ
」
の
道
筋
に
つ
い
て 

・
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
は
「
市
場
経
済
を
通
じ
て
社
会
主
義
へ
」
と
い
う
構
想
は
な
か
っ
た 

・
レ
ー
ニ
ン
の
試
行
錯
誤
と
挑
戦 

・
「
社
会
主
義
を
め
ざ
す
国
」
の
「
市
場
経
済
」
を
ど
う
み
る
か 

 

ニ
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
諸
国
の
動
き 

・
人
口
３
８
億
人
、
経
済
で
も
２
割
近
く
を
占
め
る
勢
力
に 

・
平
和
・
国
の
自
立
を
求
め
る
、
ソ
連
崩
壊
後
は
ま
す
ま
す
大
き
な
発
言
力 

・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
な
政
治
的
変
化 

  

さ
い
ご
に
―
―
日
本
共
産
党
の
理
論
活
動
の
歴
史
を
ふ
り
返
っ
て 

・
ス
タ
ー
リ
ン
の
え
せ
理
論
体
系
を
克
服
し
て
、
マ
ル
ク
ス
以
来
の
理
論
と
精
神
を
復
活
さ
せ
る
科

学
的
社
会
主
義
の
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
め
ざ
す
活
動 

  

以 
 

上 


